　「Grasping Fortune」訳本

　「幸運を掴むということ〔※１〕」

　著者：Serjo Hlaalu Dram Bero
　私はHlaalu家の議員の１人でありまして、私達のことを理解したいとか仲間になりたいとか考えている人々のために、この短い手引きを書くことに決めました。Hlaalu家は、〈名家〉の内でも最も解放的かつ現代的であります。私達は、〈名家〉の内でも、唯一、帝国の法律と慣習という耐えられない時流を許容してきたものです。こうして、帝国の新しい方針の下で利益を得てくることによって、名の知られていないところから最有力の〈名家〉として台頭を遂げたのであります。
　進歩という荒れ狂う風の中に在っては、伝統は立っていられない／耐えられないのです〔cannot stand〕。
　Redoranは戦場に於いて私達を圧倒するかも知れませんが、しかし、〔戦闘による〕粉塵が晴れた時には、私達に借金を負っている自分を見出すことでしょう。Telvanniは数多の深遠なる秘義を心得ているかも知れませんが、しかし、彼らは「互いに争っている」というよりも「自分たちの間で争っている」というものであり、帝国の流儀に順応できていません。Telvanniの魔術師は齢を重ねており強力であるかも知れませんが、１人の人間が歴史の行進に逆らうことは叶わないのです。Indorilは贈物と寄付の故に民衆から愛されていますが、その金が底を付いた時には、民衆は彼らのことを覚えているでしょうか。Dresは金を稼ぐ〔make money〕術を知っていますが、敵を作ら〔make enemy〕ない術を学んできませんでした。

　幸運は、その前髪を掴まなければなりません〔※２〕。チャンスを見つけたならば、それを捕えるようにしなさい。
　利益を得られるようなチャンスを見つけたならば、それを捕えなさい。しかし、金に盲従してはなりません。評判というものに価値は存在すること、それは、年少のHlaaluメンバーの内でも極めて多数が理解しているところです。この価値は、〔評判〕より形の有るコインに対して、ある程度、慎重にバランスが取られていなければなりません。窃盗と殺人は商売にとって害を為すものです。貴方は誰かの物を盗めます。しかし、その後でも、その誰かは貴方と取引しようとするでしょうか。〔また、商売相手を殺害するならば、〕死体と商談を交わす訳にはいかないのです。
　商売には、多数の手段が存在します。
　Hlaalu家では、機敏かつ身軽でなければなりません。商売と時代に付いて行けなければなりません。口早に尤もらしく喋れなければなりません。商人たちの内でも最上の者と取引して利益を上げられなければなりません。箱に隠したり錠を掛けたり罠さえも仕掛けることによって、自分の財産を守る術を学ばなければなりません。そして、対決が避けられない場合には、心地よい軽鎧に身を包んで短剣でもって機敏に戦うこと、あるいは、距離を置いて射撃武器でもって戦うことが、最上というものです。
　さて、読者諸君、貴方は、このHlaalu家に加入するという機会を捕えるでしょうか。成功を目指すレースに於いて、自分が勝者の中に数え入れられるようにしたいでしょうか。それならば、Balmoraの議会館に於いて試験を受けるようにしなさい。もしも技術を具えているならば、歓迎されることでしょう。そして、もしも意志を具えているならば、Hlaalu家に仕えて、昇進していくかも知れません。とりわけ、Hlaalu家は進取の精神と大望を重んじているのです。
　訳注

　※１　「Fortune」は「幸運」と「財産」の何れの意味にもなるため、「Grasping Fortune」は「幸運を掴むこと」と「財産を築くこと」の何れの意味にもなる。
　※２　幸運の女神は後ろ髪を生やしていないことから、「好機を逃すな」という意味。
